国立極地研究所プロジェクト研究一覧
	番号
	研究課題名
	研究目的
	代表者・連絡先

	KP-2
	極域中層・超高層大気の変動と結合過程の研究
	本研究では、大型大気レーダー・ライダー等の大気物理量の高精度プロファイリングが可能なアクティブリモートセンシングを南極昭和基地に展開し、継続稼働するＭＦレーダー、短波レーダー、OH大気光観測装置、大気光イメージャー、ミリ波分光計のデータも活用して、南極域中層・超高層大気の種々の擾乱に対する応答を精査、その長期変動の解明を目指す。とくに「高機能ライダーシステム」その他の観測装置のハードウェアあるいはソフトウェアの開発の支援を行いつつ、新規・既得の観測データを用いて南極中層・超高層大気の力学・化学過程の観測的研究を行う。
	中村　卓司教授
042-512-0656
nakamura.takuji@nipr.ac.jp

	KP-6
	太陽系惑星物質の起源と進化過程の解明
	南極隕石中のコンドライト、エコンドライト、月隕石、火星隕石などの岩石鉱物学的研究、宇宙化学的研究によって、微惑星の集積過程、母天体での火成作用、変成作用、表層における他天体との衝突による角れき化などのイベントを復元し、太陽系始原物質の起源と進化を探る。更に地球の初期発達史を物質的に探る。本公募では特にSHRIMPを用いて上記の達成を目的とする。
	小島　秀康教授
042-512-0708
kojima@nipr.ac.jp

	KP-7
	極域から探る固体地球ダイナミクス
	東南極大陸を中心としたゴンドワナ陸片（インド、スリランカ、マダガスカル、アフリカ）やその周辺地域の地質学的・岩石学的・地球化学的研究を通じて、大陸地殻の形成・進化プロセスやダイナミクスを明らかにする。上記目的のために、現地野外調査に参画するとともに、国立極地研究所が保有する各種分析装置群（SHRIMP, EPMA, SEM, XRF, レーザーラマン分光計など）を用いて研究を行う。
	本吉 洋一教授

042-512-0603
motoyosi@nipr.ac.jp


